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４．現在の状況

（１）福島第一原子力発電所の現況
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福島第一原子力発電所のプラントパラメータ（2012年10月12日5時）

42.744.735.5

3号機2号機1号機

原子炉格納容器内温度[℃]

原子炉注水状況[ｍ３／ｈ]

2.12.12.9給水系

CS系 4.64.52.0

3号機2号機1号機

※片系の値のみ記載

燃
料

圧力抑制室

原子炉格納容器（PCV）

原子炉圧力容器（RPV）

原子炉建屋

原子炉圧力容器底部温度[℃]

45.745.033.8

3号機2号機1号機

※各計測器については、地震やその後の事象進展の影響を受けて、通常の使用環境条件を超え
ているものもあり、正しく測定されていない可能性の計測器も存在している。プラントの状
況を把握するために、このような計器の不確かさも考慮したうえで、複数の計測器から得ら
れる情報を使用して変化の傾向にも着目して総合的に判断している。

使用済
燃料貯蔵プール

22.6

3号機

3024.624.5

４号機2号機1号機

使用済燃料プール水温度[℃]
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構内の線量測定
作業に伴う被ばく線量の管理・低減のため、構内の線量マップを作成し、注意喚起を行っています。

敷地内には多くの瓦礫が存在し、高線量のものがあります。現在、重機を用いて撤去作業を実施中
です。

福島第一サーベイマップ（2012年7月26日 17：00現在）
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モニタリングデータ（福島第一原子力発電所敷地周辺）

 福島第一原子力発電所敷地周辺の線量計測結果は以下の通りです。

 引き続き周辺環境のモニタリングを継続監視いたします。

福島第一発電所敷地境界での線量率推移モニタリングポスト空間線量率
2012年10月11日12:00

単位：マイクロシーベルト毎時
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敷地内・敷地付近の核種分析データ

 発電所敷地内の土壌からプルトニウム、ストロンチウムが検出されました。

 今後も、同様のサンプリング調査を実施してまいります。

※検出核種のうち、代表的な核種の濃度を記載
（括弧内の倍率は法令の濃度限度との比）

※この他にも多くの地点でサンプリングを実施 I: ヨウ素、Cs: セシウム、Pu: プルトニウム

: 海水、 : 空気、 : 土壌

１号機

２号機

３号機

４号機

６号機

５号機

産廃処分場近傍
Pu-238: 検出限界以下 [5/14採取]
（通常値は、検出限界以下～0.15）

４号機スクリーン海水（シルトフェンス外側）
[10/10  7:36採取]

I-131: 検出限界以下
Cs-134:検出限界以下
Cs-137:検出限界以下

グラウンド
Pu-238: 0.95±0.11 Bq/kg [5/14採取]
（通常値は、検出限界以下～0.15）

南放水口付近[10/10 8:10採取]
I-131: 検出限界以下
Cs-134:検出限界以下
Cs-137:検出限界以下

＜核種分析結果※＞

西門付近 [10/10 7:00～12:00採取]
I-131: 検出限界以下
Cs-134: 検出限界以下

Cs-137: 検出限界以下

5,6号機 放水口北側[10/10 8:30採取]
I-131: 検出限界以下
Cs-134:検出限界以下
Cs-137:検出限界以下
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周辺住民の避難

2011年
3月11日（金） 14:46 地震発生
19:03 緊急事態宣言（福島第一）
21:23 半径3km圏内の避難指示（福島第一）

半径10km圏内の屋内退避指示（福島第一）

3月12日（土）
5:44 半径10km圏内の避難指示（福島第一）
7:45 半径3km圏内の避難指示（福島第二）

半径10km圏内の屋内退避指示（福島第二）
17:39 半径10km圏内の避難指示（福島第二）
18:25 半径20km圏内の避難指示（福島第一）

3月15日（火）
11:00   半径20km～30km圏内の屋内退避指示（福島第一）

4月21日（木）
11:00 半径20km圏内を警戒区域に設定（福島第一）

半径8km以遠区域の避難解除指示（福島第二）

4月22日（金）
9:44 半径20km～30km圏内の屋内退避解除（福島第一）

計画的避難区域及び緊急時避難準備区域の設定
6月16日（木）
午後 特定避難勧奨地点の設定

9月30日（金）
18:11 緊急時避難準備区域の解除指示
12月26日（月）

原子力緊急事態解除宣言（福島第二）
2012年
3月30日（金）

警戒区域、避難指示区域等の見直し（川内村、田村市、南相馬市）
6月15日（金）

飯舘村における計画的避難区域の見直し
8月10日（金）

楢葉町等における避難指示区域及び警戒区域の見直し

福島第一、第二から国への報告に基づき、国は以下の通り屋内退避・避難などの措置をとりました。

出所：経済産業省Webサイトより
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事故に伴う大気への放出量の推定について

希ガス I-131 Cs-134 Cs-137 INES評価注３

当社注２ 約500 約500 約10 約10 約900

日本原子力研究開発機構
原子力安全委員会(H23/4/12,H23/5/12)

－ 150 － 13 670

日本原子力研究開発機構
原子力安全委員会(H23/8/22)

－ 130 － 11 570

日本原子力研究開発機構(H24/3/6) － 120 － 9 480

原子力安全・保安院(H23/4/12) － 130 － 6.1 370

原子力安全・保安院(H23/6/6) － 160 18 15 770

原子力安全・保安院(H24/2/16) － 150 － 8.2 480

IRSN（フランス・放射線防護原子力安全研究所） 2000 200 －

【参考】チェルノブイリ原子力発電所の事故 6500 1800 － 85 5200

放出量　単位：PBｑ注１

30

事故に伴う放射性物質の放出量について推定し、2012年5月24日に公表しました。

大気中へ放出した放射性物質については、4月以降の放出量は、3月の放出量の1%未満であったことから、大気へ
の放出量の推定期間は2011年3月12日から同年3月31日までとしています。

各機関での推定手法は異なりますが、Cs-137については、当社の結果は、他機関の結果とほぼ同等な値となって
おります。一方、I-131については、当社の結果は他機関の3倍程度となっており、今後もこの要因を検討してい
く必要があると考えます。

（注１）1PBq（ペタベクレル）＝1000兆Bq＝1015Bq
（注２）当社の推定値は、2桁目を四捨五入しており放出時点のBq数。希ガスは、0.5MeV換算値。
（注３）INES評価（国際原子力指標尺度）は、放射能量をヨウ素換算した値。他機関との比較のため、I-131と

Cs-137のみを対象とした。（例：約500PBq＋約10PBq×40（換算係数）＝約900PBq）



7

地下水（サブドレン）汲み上げ

地下水流入に対する対策

地下水バイパス：山側から流れてきた地下水を，建屋の上流にて揚水し，地下水の
流路を変更することで，建屋への流入量を抑制します。

地下水（サブドレン※）汲み上げ：サブドレン水を汲み上げ，地下水位を低下する
ことで，建屋への流入量を抑制します。

※地下水の建物内への侵入防止のためピット内のポンプにより地下水を汲み上げ，地下水位のバランスをとるもの。

地下水位の
低下
建屋内侵入
防止

サブドレンポンプ
稼働により
地下水抜水

地下水の流れ（山側→海側）

現状

揚水井

地下水の流れ（山側→海側）

地下水
バイパス後

地下水バイパス

地下水バイパス
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１～４号機 水処理設備配置図

油分分離装置 除染装置

セシウム吸着装置

淡水化装置

淡水タンク

炉注水
ポンプ

RO濃縮水タンク

第二セシウム吸着装置

蒸発濃縮水タンク

流
れ伐採

木 多核種
除去設備
設置予定

現在設置済み約２２．８万ｍ３（空き容量約２．４万ｍ３ ：2012年９月１８日時点）
現在タンクのリプレース，地下貯水槽設置を実施中
今後，計画中の８万ｍ３のタンク増設に加え，さらに３０万ｍ３の増設を進める。

（既設分と合わせて計約７０万ｍ３ ）

：タンク設置エリア

：タンク増設可能エリア
（但し，地盤耐力，既設
埋設物，送電線等による
制限有り）

：水移送ライン

淡水用，RO濃縮水タンク

蒸発濃縮水タンク

構内の他エリア
については，が
れきや伐採木置
き場として利用
予定がある，あ
るいは斜面の敷
地造成が必要と
なるなどによりタ
ンク増設が困難
となっている。

滞留水貯蔵タンクの状況

：地下貯水槽
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機器設置エリアの全景（2014年9月16日）

多核種除去設備について

鉄共沈

処理設備

吸着塔

（吸着材交換式）

炭酸塩沈殿

処理設備吸着塔

（カラム式）

高性能容器

（ＨＩＣ）

外周堰（H:500mm）

既設の滞留水処理設備は主にセシウムを除去するものであり，処理後の滞留水の放射性
物質濃度をより一層低く管理するため，セシウム以外の放射性物質も除去できる多核種
除去設備（ALPS）の設置工事を行っている（10月末工事完了予定）。

基礎試験の結果，除去対象核種（62核種）に対して，告示濃度限度を満足し，検出限界
（N.D.）値未満まで除去できていることを確認した。
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ＡＢ

Ｆ

固体廃棄物貯蔵庫

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｇ

Ｈ

Ｉ

ＫＪ

Ｌ

Ｍ

ガレキ等の敷地境界線量低減対策

コンクリート・金属は52,000ｍ3 ，伐採木は 72,000ｍ3を放射線量に応じて保管中
（2012年9月4日時点）
更なる敷地境界線量の低減対策として，土や土嚢等による遮へい対策を施した
一時保管施設を設置する。
貯蔵容量：4000ｍ３／箇所，設置数：2箇所，１槽目の準備工事完了。

A A’

平面図

A-A´断面図

20ｍ

80ｍ

瓦礫等
約6m

遮へい用覆土1m以上 観測孔

遮水シート

地盤

保護土

保護シート

覆土式一時保管施設の概略図

瓦礫保管エリア

伐採木保管エリア

瓦礫保管エリア（予定地）

伐採木保管エリア（予定地）

保管場所 種類 保管方法 エリア占有率

固体廃棄物貯蔵庫 コンクリート、金属 容器 410 個 34 %

Ａ：敷地北側 コンクリート、金属 仮設保管設備 12,000 ｍ３ 100 %

Ｂ：敷地北側 コンクリート、金属 容器 450 個 98 %

Ｃ：敷地北側 コンクリート、金属 屋外集積 28,000 ｍ３ 83 %

Ｄ：敷地北側 コンクリート、金属 シート養生 2,000 ｍ３ 86 %

Ｅ：敷地北側 コンクリート、金属 シート養生 3,000 ｍ３ 91 %

Ｆ：敷地北側 コンクリート、金属 容器 100 個 99 %

L：敷地北側※2 コンクリート、金属 覆土式一時保管施設 0 ｍ３ 0%

52,000 ｍ３ 73 %

Ｇ：敷地北側 伐採木 屋外集積 18,000 ｍ３ 83 %

Ｈ：敷地北側 伐採木 屋外集積 16,000 ｍ３ 93 %

Ｉ：敷地北側 伐採木 屋外集積 11,000 ｍ３ 100 %

Ｊ：敷地南側 伐採木 屋外集積 12,000 ｍ３ 77 %

Ｋ：敷地南側 伐採木 屋外集積 5,000 ｍ３ 100 %

M：敷地西側 伐採木 屋外集積 10,000 ｍ3 48 %

72,000 ｍ３ 79 %

保管量※1

合計（コンクリート、金属）

合計（伐採木）
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使用済燃料プール内の燃料の取り出し開始（４号機，2013年中）

燃料取出し用カバー設置に向けて，原子炉建屋上部のガレキ撤去，ガレキ撤去用構台設置作
業中
（３号機：2012年度末頃，４号機：2012年10月ガレキ撤去完了予定）

３号機：水中カメラを遠隔操作し，使用済燃料プール内を調査（2012年4月13日）

４号機：遠隔水中探査機を利用した使用済燃料プール内瓦礫分布調査を実施（2012年3月
19日～3月21日）し，ガレキ分布マップを作成（2012年4月）

４号機４号機３号機３号機

2011/72011/9/10

燃料交換機の一部

使用済燃料プール内

（キャスク置き場から撮影）

燃料ラック

燃料ハンドル

使用済燃料プール内

（キャスク置き場から撮影）

使用済燃料プール内の水中事前調査使用済燃料プール内の水中事前調査 使用済燃料プール内瓦礫分布調査使用済燃料プール内瓦礫分布調査
遠隔水中探査機

Remotely Operated Vehicle (ROV)

プロペラ

カメラ

照明

遠隔水中探査機

Remotely Operated Vehicle (ROV)

プロペラ

カメラ

照明

2012/9/18 2012/9/18
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ロボット等遠隔操作機器の導入ロボット等遠隔操作機器の導入

屋内外各種調査 等

Packbot

屋内各種調査 等

サーベイランナー

屋内外各種作業用

Warrior

外観

屋内各種調査 等作業内容

名称 Quince

＜主な現場導入済みロボット＞

２号機トーラス室内調査
（2012/4/１8）

２号機原子炉建屋５階状況調査
（2012/6/13）

１号機原子炉建屋内線源／線量率
調査（γカメラによる撮影結果）
（2012/5/14～5/18）

作業者の被ばく線量低減のためロボット等の各種遠隔操作機器を活用しています。

高線量が懸念される場所の遠隔目視確認、線量測定等の現場調査や清掃等の作業を実施し
ています。
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国際原子力機関（ＩＡＥＡ）調査団の視察

国際原子力機関（ＩＡＥＡ）が暫定的な事故調査のため2011年5月24日～6月1日まで
来日しました。

ＩＡＥＡの調査団は、世界の原子力界に対して、世界の原子力安全について学び、安全を
向上するために福島事故という類のない機会を活用すべく、１５項目の結論と１６項目の

教訓を提示しました。

出所：原子力安全・保安院Webサイト
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（２）福島第二原子力発電所の現況
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下期

１号機 復旧完了（予定）▽

２号機 復旧完了（予定）▽

３号機

４号機

平成24年度平成23年度

上期

▼1/31 復旧計画書を提出 ９月末

50％（48％）

53％（46％）注

92％（73％）

100％（5/17復旧完了）

▽復旧完了（予定）※

福島第二原子力発電所の復旧計画の進捗状況

福島第二原子力発電所では、現在、原子力事業者防災業務計画に基づき策定した復旧計画
（2012年１月31日提出、５月31日改訂）に則り、プラントの冷温停止維持に係わる設
備等の復旧を進めています。

●表中の％は、復旧計画に基づく復旧作業（本設化完了まで）の2012年８月末時点の進捗割合。（ ）内の％は前月末時点の同割合。
●本設化完了後に実施する社内自主検査において、復旧計画に係る対象設備の健全性確認を行うこととしている（号機毎）。
※復旧計画対象設備である原子炉冷却材浄化系＊1パージライン＊2の本設化完了が10月中旬頃になるため、
復旧完了は2012年度上期から同年度下期に変更。（2012年９月14日お知らせ済み）
＊１ 原子炉冷却材浄化系：原子炉水中の不純物を除去し水質を維持する系統であり、また、炉内の余剰水を

排出して原子炉の水位を制御するためにも使用する。
＊２ パージライン：原子炉冷却材浄化系循環ポンプの封水ライン。

１～３号機における復旧作業は順調に進んでいます。
４号機は、2012年５月17日までに、冷温停止の維持に必要な設備等について本設設備
への復旧および社内自主検査が完了し、復旧計画に係るこれまでの実施状況についてとり
まとめ、５月31日、国に報告しました。

2012年９月末現在の復旧作業等の状況

2011年度 2012年度




